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研究成果の概要（和文）： 

本研究はセル生産の生産性について、日本・米国・中国三カ国の一部の製造業（特に

電機、機械メーカー）の実態とセル生産の国際への浸透状況を把握することにある。日本・

米国・中国の多数の企業への調査により、電機メーカーの組立工程において日本企業の優

位性と問題点を発見した。具体的には、多種多様な市場需要に対応するために、効率的な

生産計画を策定することは困難である。この難問を解決するために、研究代表者は実行可

能な生産計画アルゴリズムを提案した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

This research investigated seru production situation in Japan, USA, and China. After 
visiting a lot of factories, we found difficulties fronted by Japanese electronics makers. We 
show that seru is a highly flexible, productive, and agile manufacturing organization, 
which has brought huge benefits to industries. Applying a seru system is an approach to 
achieve mass customization via a just-in-time organization system (JIT-OS). Design a 
robust JIT-OS is the key for successfully managing a seru system. We show that the design 
problem of a JIT-OS is NP-hard. This research constructs a dynamic JIT-OS model to 
maximize expected profit under stochastic production demands and uncertain product 
types. By detailed computation, we conclude that seru systems are not only robust, but can 
also prosper under volatile business environments. 
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１．研究開始当初の背景 

「セル生産の日本の生産性は米国より高
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い」、「米国・中国企業に比べて、日本企業の

多能工の熟練度がはるかに高い」、「高付加価

値の製品は日本国内でセル生産システムによ

って、量産品は中国でコンベアー生産システム

によって実行する」などの考えは、現在日本の

製造・学術界で広まっている代表的な通説であ

る。しかし、我々の研究グループの最新調査に

よると、これらの通説に対し、逆説とも言える

データがある。米・中三カ国の研究者は三カ

国の企業に対し、訪問調査等により、三カ国

の実態及びセル生産の実施に関する問題点を

発見する。 

 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、現地調査・アンケートな

どを通して客観的かつ厳密な分析を行い、これ

らの通説・逆説を検証し、日本・米国・中国三

カ国の一部の製造業（特に電機、機械メーカー）

の実態とセル生産の国際への浸透状況を把握

することにある。 

 
 
３．研究の方法 

日・米・中三カ国の研究者は三カ国の企

業に対し、訪問調査等により、三カ国の実態

及びセル生産の実施に関する問題点を発見す

る。 

 

４．研究成果 

日・米・中の多数のセル生産を実施してい

る工場訪問により、セル生産の実施にあたって、

工場管理者等を悩ませる実施問題等を確認し、

解決策を提案された。具体的には下記の運営問

題です。多数のセルを有する工場運営に関して、

生産計画（つまり、スケジューリング）を策定

するのは至難な業です。顧客の注文は変種変量

で、またリードタイムが短い場合は特に生産ス

ケジューリングの策定や顧客オーダーを対応

するセルを指定する等は難しい問題です。 

日米の試験調査の結果を分析すると、日

米の相違が大きいであることが明らかにな

りました。この結果は研究論文にまとめまし

た。 

また、２４年度は、中国企業を調査しま

した。当初、日米中三ヶ国から多数の企業を

調査しようと考えていました。しかし、三ヶ

国の違いが大きいので、同一の調査項目を作

ることが難しい。従って、２４年度は、中国

の複数の企業を調査し、ケーススタディーの

アプローチで研究を進めました。 
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